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Abstract: 生体分子の機能制御を目的に生理活性分子の探索が行われてい

るが、その中には標的にするのが非常に困難なものがある。例えば、標的

と非常に似通った生体分子が存在する場合である。糖鎖はその官能基多様

性の低さ（主に OH基）から他の糖鎖と標的を見分けるのが困難である。ま

た、キナーゼを標的とする場合もその構造類似性から、ある特定のキナー

ゼのみを標的とすることは困難である。本セミナーでは、これら既存の方

法では選択的な結合分子の取得が困難と考えられる標的に対して、超巨大

ペプチドライブラリー（>1012 種）を扱える我々のセレクションシステム

（RaPID）を用いた結果に関して最新の例を紹介する。 
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